
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

論文内容の要旨 

 

【目的】骨強度は思春期に著しく増加し青年期の終わりまでに最大に達する。本研究

の目的は、最大骨量到達前後の若年日本人女性を対象に、踵骨音響的骨評価値(osteo 

sono- assessment index: OSI)の維持に影響する生活習慣要因を決定することである。 

【方法】中村学園大学に 2003～2005 年に入学した学生 698 名を対象として、１年毎の

健康検査(OSI 測定、身体計測、血液検査、食習慣・運動習慣調査など)を 4回実施した。

運動は荷重負荷の有無でインパクト運動、アクティブ運動と定義した。最終対象者は、

男性、初回測定時 19 歳以上の者、骨代謝関連の疾病や服薬の病歴を有する者、データ値

欠損者などを除外した 334 名とした。追跡期間(3 年)の OSI 変化の傾きにより、下位 1/3

の OSI loss 群(112 名)、上位 2/3 の OSI gain/stable 群(222 名)に分類した。多変量ロ

ジスティック回帰分析を用いて OSI loss 群となるリスク因子の検討を行った。 

【結果】OSI loss 群は OSI gain/stable 群に比べて 18 歳時の OSI と身長が高く、初
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経年齢が早く、インパクト運動経験者が成長期で多く大学生時は少なかった。OSI loss

群となるリスク因子は、大学生時にインパクト運動を経験しないことであり、18歳時の

OSI・身長・体重、追跡期間中の体重変化、初経年齢、エネルギー調整栄養摂取量、アル

コール摂取で調整後のオッズ比は大学生時運動経験者の 3.19 倍であった。小学生から大

学生時までのインパクト運動経験歴の検討から、中学、高校生時の運動経験者が大学生

時で運動を中止することが OSI loss 群となるリスク因子であった。さらに OSI loss 群

ではOSI gain/stable群に比べて高校生時のインパクト運動の時間が長い、頻度が多い、

主観的な強度が強いことが分かった。 

【結論】中学、高校生時のインパクト運動を大学生時に中止することは、最大骨量到達

前後の若年日本人女性の OSI 低下に関連している。 

 

 

論文審査結果の要旨 

 

本研究は、最大骨量到達前後の若年日本人女性を対象に、骨量の維持に影響する生活習

慣要因を決定することにより、骨折などの原因となる骨量低下の予防に応用することが目

的である。方法として中村学園大学に 2003～2005 年に入学した学生 334 名を対象に踵骨

音響的骨評価値(osteo-sono assessment index: OSI)ならびに身体計測、血液検査、食習

慣・運動習慣調査を 1年に一回、4年間実施した。運動は荷重負荷の有無でインパクト運

動、アクティブ運動と定義した。追跡期間(3 年)の OSI 変化の傾きにより、下位 1/3 の OSI 

loss 群(112 名)、上位 2/3 の OSI gain/stable 群(222 名)に分類し、多変量ロジスティッ

ク回帰分析を用いて OSI loss 群となるリスク因子の検討を行った。その結果、OSI loss

群は OSI gain/stable 群に比べて 18 歳時の OSI と身長が高く、初経年齢が早く、インパ

クト運動経験者が成長期で多く大学生時は少なかった。OSI loss 群となるリスク因子は、

大学生時にインパクト運動を経験しないことであり、調整後のオッズ比は大学生時運動経

験者の 3.19 倍であった。以上より中学、高校生時の運動経験者が大学生時で運動を中止

することは骨量低下を招く唯一の原因であった。この結果は若年女性の骨量低下防止に運

動継続が重要なものであることを示唆するもので臨床的にも有意義である。 

 

本研究の実験デザインは優れており、統計処理も的確で、引き出された結論は妥当なも

のであった。このため審査員合議のうえ、博士論文として適格であると判定した。 

 

 

 

 



 

最終試験結果の要旨 

 

学位論文の内容に対して専門的見地から、以下のような質問を行った。 

 

1)  なぜ Loss、stable、gain の 3 分位でトレンドをみなかったのか。その場合 stable

群と低下群での差はなかったのか。 

2)  Loss 群では OSI が高いが、インパクト運動を止めてから 3年後は stable/gain 群よ

りもさらに低下している。その原因はどのように考えるか。 

3) Loss 群ではベースラインの OSI がインパクト運動により上がっているが、単に運動

中止後にもとに戻ったのを反映しているのでは。 

4) インパクト運動中止の人が OSI を維持するにはどのような運動をすればよいか。歩

行などでは難しいのか。 

5)  小・中・高の運動量の積算と OSI の関係は検討したか。 

6)  消費量と摂取量のバランスが負になっているのに体重に変化がないのはどうしてか。 

7)  踵骨の OSI が全身の骨の密度を反映しているとい文献はあるのか。 

8)  なぜ踵骨の OSI を使用したのか。 

9)  骨芽細胞と破骨細胞の割合はわかるのか。OSI の低下は骨吸収が増加したのか、あ

るいは骨形成が低下したのか。 

10)  Active 運動についての考察がないが、Active 運動と OSI の関係は検討したか。 

11)  初経が早いと OSI が高い理由は。OSI が 18 歳で高い理由は。 

 

専門分野から質問を行った結果、ほぼ的確な回答が得られたので、審査員合議の上、最

終試験を合格と判定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


